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１ 給水装置の構造及び材質の基準の概要 

 

「給水装置の構造及び材質の基準に関する省令」（平成９年厚生省令第14号）の概要 
この基準は、水道法施行令（平成９年政令第36号）で、第４条第２項に「前項各号に規定する基準を適

用するについて必要な技術的細目は、厚生省令で定める。」という規定に基づき「省令」を定めたもの
である。 

 

基 準 項 目  性 能 基 準 給水装置システムの基準  

第１条関係 
耐圧に関する基準 
 
【水道法施行令第５条
第１項第４号該当基準】 

１ 給水装置は、次に掲げる耐圧のた
めの性能を有するものでなければ
ならない。 

① 給水装置は、耐圧性能試験により
1.75MPaの静水圧を１分間加えたと
き、水漏れ、変形、破損その他異常
が認められないこと。 

② 貯湯湯沸器及びその下流側に設置
されている給水用具は、耐圧性能試
験により0.3MPaの静水圧を１分間
加えたとき、水漏れ、変形、破損そ
の他異常が認められないこと。 

③ ②の給湯用具のうち、一缶二水路
型貯湯湯沸器は、その浴槽内の水等
の加熱用の水路の部分については、
溶接を除く接合箇所を有せず、耐圧
性能試験により1.75MPaの静水圧を
１分間加えたとき、水漏れ、変形、
破損その他異常がみとめられない
こと。 

④ Ｏリング等を水圧で圧縮すること
により水密性を確保する構造の給
水用具は、前各号の性能を有すると
ともに、耐圧性能試験により20kPa
の静水圧を１分間加えたとき、水漏
れ、変形、破損その他異常が認めら
れないこと。 

２ 給水装置の接合箇所は、水圧
に対する充分な体力を確保する
ためにその構造及び材質に応じ
た適切な接合が行われているも
のでなければならない。 

３ 屋内の主配管は、配管経路に
ついて構造物の下の通過を避け
ること等により漏水時の修理を
容易に行えるようにしなければ
ならない。 

第２条関係 
浸出等に関する基準 
 
【水道法施行令第５条
第１項第４号該当基準】 

１ 飲用に供する給水装置は、浸出性
能試験により試供品について浸出
させたとき、その浸出液は別表第１
に掲げる基準に適合していなけれ
ばならない。（別表第１省略） 

（例：給水管からの鉛の浸出は0.01
㎎／ℓ以下であること） 

２ 給水装置は、末端部が行き止
まりとなっていること等により
水が停滞する構造であってはな
らない。ただし、当該末端部に排
水機構が設置されているものに
あっては、この限りではない。 

３ 給水装置は、シアン、六価クロ
ムその他水を汚染するものを貯
留又は扱う施設に近接して設置
してはならない。 

４ 鉱油、有害溶剤その他の油類
が浸透するおそれのある場所に
設置する給水装置は、当該油類
が浸透するおそれのない材質の
もの又はさや管等により適切な
防護のための措置を講じられて
いるものでなければならない。 
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第３条関係 
水撃限界に関する基準 
 
【水道法施行令第５条
第１項第５号該当基準】 

１ 水栓その他水撃作用を生じるおそ
れのある給水用具は、水撃限界性能
試験により当該給水用具内の流速
を2m／s又は当該給水用具内の動水
圧を0.15MPaとする条件において給
水用具の止水機構の急閉止をした
とき、その水撃作用により上昇する
圧力が1.5MPa以下である性能を有
するものでなければならない。 

１ ただし、当該給水装置の上流
側に近接してエアーチャンバー
その他の水撃防止器具を設置す
ることなどにより適切な水撃防
止のための措置を講じられてい
るものにあっては、この限りで
はない。 

第４条関係 
防食に関する基準 
 
【水道法施行令第５条
第１項第５号該当基準】 

 
１ 酸又はアルカリによって侵食
されるおそれのある場所に設置
されている給水装置は、酸又は
アルカリに対する耐食性を有す
る材質のもの、又は防食材で被
覆する等により適切な侵食の防
止のための措置が講じられてい
るものでなければならない。 

２ 漏えい電流により侵食される
おそれのある場所に設置されて
いる給水装置は、非金属の材質
のもの又は絶縁材で被覆するこ
と等により適切な電気防食のた
めの措置が講じられているこ
と。 

第５条関係 
逆流防止に関する基準 
 
【水道法施行令第５条
第１項第７号該当基準】 

 
 
 
 
 
 
 
 
イ 減圧逆流防止器は、逆流防止性能
試験により、3kPa及び1.5MPaの静水
圧を１分間加えたとき、水漏れ、変
形、破損その他異常を生じないとと
もに、負圧破壊性能試験により流入
側からマイナス54kPaの圧力を加え
たとき、減圧逆流防止器に接続した
透明管内の水位が3㎜を超えないこ
と。 

ロ 逆止弁及び逆流防止装置を内蔵
した給水用具は、逆流防止性能試験
により3kPa及び1.5MPaの静水圧を
１分間加えたとき、水漏れ、変形、
破損その他異常を生じないこと。 

ハ 逆流防止装置を内蔵した給水用
具のうち、次表に掲げる逆流防止給
水用具のロの規定の適用について
は、その区分に応じ同表の字句にそ
れぞれ読み替える。（表省略） 

ニ バキュームブレーカーは、負圧破
壊試験により流入側からマイナス
54kPaの圧力を加えたとき、バキュ
ー ム ブ レ ー カ ー に 接 続
した透明管内の水位の上昇が 
75㎜を超えないこと。 

ホ 負圧破壊装置を内蔵した給水用
具は、負圧破壊性能試験により流入
側からマイナス54kPaの圧力を加え

 
 
 
 
 
 
 
 
② 吐出口を有する給水装置が、
次に掲げる基準に適合するこ
と。 
イ 呼び径が25㎜以下のものに
あっては、別表第２の上欄に掲
げる呼び径の口径に応じ、同表
中欄に掲げる近接壁から吐出口
の中心までの水平距離および同
表下欄に掲げる越流面から吐出
口の中心までの垂直距離が確保
されていること。（表省略） 
２ 事業活動に伴い、水を汚染す
るおそれのある場所に給水する
給水装置は、第１項第２号に規
定する垂直距離及び水平距離を
確保し、当該場所の水管その他
の設備と当該給水装置を分離す
ること等により、適切な逆流防
止のための措置が講じられてい
るものでなければならない。 

１ 次に掲げる逆流を防止するための性能を有する給水器具が、水の

逆流を防止できる適正な位置に設置されていること。 

① 水が逆流するおそれのある場所に設置されている給水装置は、次

の各号のいずれかに適合していなければならない。 
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たとき、当該給水用具に接続した透
明間内の水位の上昇が負圧破壊装
置の空気吸入シート面から水受け
部の水面までの垂直距離の２分の
１を超えないこと。 

ヘ 水受け部と吐出口が一体の構造
であり、かつ、水受け部の越流面と
吐出口の間が分離されていること
により水の逆流を防止する構造の
給水用具は、負圧破壊性能試験によ
り流入側からマイナス54kPaの圧力
を加えたとき、吐出口から水を引き
込まないこと。 

 

第６条関係 
耐寒に関する基準 
 
【水道法施行令第５条
第１項第５号該当基準】 

１ 屋外で気温が著しく低下しやすい
場所その他凍結のおそれのある場
所に設置されている給水装置のう
ち減圧弁、逃がし弁、逆止弁、空気
弁、及び電磁弁（以下「弁類」とい
う。）にあっては、耐久性能試験に
より10万回の開閉操作を繰り返し、
かつ、耐寒性能試験により零下20度
プラスマイナス２度の温度で１時
間保持した後通水したとき、第１条
第１項（給水管及び給水用具の耐圧
性能基準）、第３条（水撃限界性能
基準）及び第５条第１項（逆流防止
性能基準）に規定する性能を有する
ものでなければならない。 

１ ただし、断熱材で被覆するこ
と等により適切な凍結の防止の
ための措置が講じられているも
のにあっては、この限りではな
い。 

第７条関係 
耐久に関する基準 
 
【共通事項】 

１ 弁類（第６条の性能基準に該当す
るものを除く）は、耐久性能試験に
より10万回の開閉操作を繰り返し
た後、第１条第１項（給水管及び給
水用具の耐圧性能基準）、第３条（水
撃限界性能基準）及び第５条第１項
（逆流防止性能基準）に規定する性
能を有するものでなければならな
い。 
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２ 指 定 材 料 表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（水道配水用ポリエチレン管、GX形鋳鉄管については、共通仕様書（水道施設）に準ずるものと 

する） 

 

 

種

別 

品 目 

規 格 

備 考 

名 称 規 格 番 号 等 

給

水

管 

合成樹脂ライ

ニング鋼管 

水道用硬質塩化ライニング鋼管 ＪＷＷＡ Ｋ116  

水道用ポリエチレン粉体ライニン

グ鋼管 
ＪＷＷＡ Ｋ132  

鋳鉄管 水道用ダクタイル鋳鉄管 ＪＷＷＡ Ｇ113 及び ＪＤＰＡ Ｇ1037  

合成樹脂管 

水道用耐衝撃性硬質塩化ビニル管 ＪＩＳ Ｋ6742  

水道配水用ポリエチレン管 ＪＷＷＡ K144  

水道用ポリエチレン管（一種二層） ＪＩＳ Ｋ6762  

異

形

管

（

継

手

） 

合成樹脂ライ

ニング鋼管用 

水道用硬質塩化ビニルライニング

鋼管継手 
JWWA K116  

水道用ポリエチレン粉体ライニン

グ鋼管継手 
JWWA K132  

鋳鉄管用異径管 
水道用ダクタイル鋳鉄異径管（継

手） 
JIS A5620（JWWA G 114）  

合成樹脂管用

異径管 

水道用耐衝撃性硬質塩化ビニル管

継手 
JIS K6743  

水道配水用ポリエチレン管継手 
JWWA K145（PTC K 13） 

管理者の定めるもの 

福山市水道局設計施

工基準に準ずる 

水道用ポリエチレン管継手 
JWWA B116 

管理者の定めるもの 
詳細 P133－1 

弁

栓

類 

分水栓 

サドル付分水栓 JWWA B 117 A形 

EFサドル、EFサドル付分水栓 
PTC K 13 

管理者の定めるもの 
 

アダプター 青銅製アダプター 管理者の定めるもの  

不断水式割丁

字管 
不断水式割丁字管 管理者の定めるもの  

止水栓 
ボール型止水栓 管理者の定めるもの  

逆止弁付ボール型伸縮止水栓 管理者の定めるもの  

スリース弁 スリース弁（コア付） 管理者の定めるもの 10K 

仕切弁 水道用ソフトシール仕切弁 JWWA B120  

伸縮継手 伸縮継手 管理者の定めるもの  

消
火
栓 

水道用地下式

消火栓 
 

JWWA B103 及び 管理者の定めるも

の 
 

そ
の
他 

ボックス 
メーター用、消火栓用、止水栓用、仕

切弁用、スリース弁用 
管理者の定めるもの 

メーター用を除き公道

部分に設置する場合 
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ポリエチレン管継手承認材料表 

 材料名 規格 組合せ 備考 

J
W

W
A

規
格
品 

ソケット 13・20・25・40・50 

管×管  

異径ソケット 20・25・40・50 

９０度エルボ 13・20・25・40・50 

４５度エルボ 13・20・25・40・50 

チーズ 13・20・25・40・50 

異径チーズ 20・25・40・50 

パイプエンド 13・20・25・40・50 

分止水栓用ソケット 20・25・40・50 管×分止水栓  

鋼管用おねじ付ソケット 13・20・25・40・50 

管×他種管  
鋼管用めねじ付ソケット 13・20・25・40・50 

ＰＰ塩ビ用ソケット 13・20・25・40・50 

めねじ付エルボ 20・25・40・50 

J
W

W
A

準
拠
品
（
回
転
型
） 

ソケット 13・20・25・40・50 

管×管  

異径ソケット 20・25・40・50 

９０度エルボ 13・20・25・40・50 

４５度エルボ 13・20・25・40・50 

チーズ 13・20・25・40・50 

異径チーズ 20・25・40・50 

パイプエンド 13・20・25・40・50 

分止水栓用ソケット 20・25・40・50 管×分止水栓  

差
込
み
型 

ソケット 13・20・25・40・50 

管×管  

異径ソケット 20・25・40・50 

９０度エルボ 13・20・25・40・50 

４５度エルボ 13・20・25・40・50 

チーズ 13・20・25・40・50 

異径チーズ 20・25・40・50 

パイプエンド 13・20・25・40・50 

分止水栓用ソケット 20・25・40・50 管×分止水栓  
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 材料名 規格 組合せ 備考 

コ
ア
一
体
型 

ソケット 13・20・25・40・50 

管×管  

異径ソケット 20・25・40・50 

９０度エルボ 13・20・25・40・50 

４５度エルボ 13・20・25・40・50 

チーズ 13・20・25・40・50 

異径チーズ 20・25・40・50 

パイプエンド 13・20・25・40・50 

分止水栓用ソケット 20・25・40・50 管×分止水栓  

そ
の
他
の
継
手 

ＥＦサドル 20・25 

管×配水管 

配水管（配水用ポ

リエチレン管）分

岐用 

ＥＦサドル付分水栓 40・50 

鋳鉄製サドル付分水栓 20・25・40・50 

変換ソケット 25×20・25 管×ＥＦサドル 
ＰＰ× 

ＥＦサドル 

ＰＰバルブエルボ 

（ＰＰおねじエルボ） 
13・20・25・40・50 

管×止水栓 

（固定式） 

止水栓 

継手用 

ＰＰバルブソケット 

（ＰＰおねじソケット） 
13・20・25・40・50 

管×止水栓 

（回転式） ＰＰバルブエルボ 

（ＰＰおねじエルボ） 
13・20・25・40・50 

ＰＥ挿し口付伸縮継手 

フランジ（上水フランジ） 
50 管×メーター 

メーター 

接続用 ＰＥ挿し口付フランジ短管 

（ＲＦ） 
75・100・150 管×メーター 
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別表 異種管との接合継手 

口径 既設管種 ポリエチレン継手 

２５ 

ビニル管 
塩ビ管用ソケット（ＪＷＷＡ規格品） 

ＰＰ用めねじ付ソケット（ＪＷＷＡ規格品） 

鋼管 

ＰＰ用おねじ付ソケット（ＪＷＷＡ規格品） 

ＰＰ用めねじ付ソケット（ＪＷＷＡ規格品） 

ＰＰバルブソケット・エルボ（管理者指定） 

ポリエチレン管 
ＰＰソケット（ＪＷＷＡ規格・差込み型・回転型） 

ＰＰエルボ（ＪＷＷＡ規格・差込み型・回転型） 

４０ 

ビニル管 
塩ビ管用ソケット（ＪＷＷＡ規格品） 

ＰＰ用めねじ付ソケット（ＪＷＷＡ規格品） 

鋼管 

ＰＰ用おねじ付ソケット（ＪＷＷＡ規格品） 

ＰＰ用めねじ付ソケット（ＪＷＷＡ規格品） 

ＰＰバルブソケット・エルボ（管理者指定） 

ポリエチレン管 
ＰＰソケット（ＪＷＷＡ規格・差込み型・回転型） 

ＰＰエルボ（ＪＷＷＡ規格・差込み型・回転型） 

５０ 

ビニル管 

塩ビ管用ソケット（ＪＷＷＡ規格品） 

（金属おねじ付バルブソケット） 

ＰＰ用めねじ付ソケット（ＪＷＷＡ規格品） 

鋼管 

ＰＰ用おねじ付ソケット（ＪＷＷＡ規格品） 

ＰＰ用めねじ付ソケット（ＪＷＷＡ規格品） 

ＰＰバルブソケット・エルボ（管理者指定） 

鋳鉄管 
合フランジ＋ＰＰ用おねじ付ソケット（ＪＷＷＡ規格品） 

合フランジ＋ＰＰバルブソケット・エルボ（管理者指定） 

ポリエチレン管 
ＰＰソケット（ＪＷＷＡ規格・差込み型・回転型） 

ＰＰエルボ（ＪＷＷＡ規格・差込み型・回転型） 

 

 

 

 

 



13-8 

 

３ 給水方式の概略図 
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４ 業 務 分 類 表 

 

細 分 類 № 業 務 分 類 の 説 明 

家 事 用 １ 一般用のうち、家事専用で他の業態細分類に属さないもの 

共 同 住 宅 ３ 種別コード番号11、12、31、32のうちで、共同住居の形態をとっているもの 

私 設 団 地 ４ メーターが１基で団地形態をとっているもの 

官 公 署 ( A )  ７ 
国又は地方公共団体の機関で、学校及び病院を除くもの  市役所 

合同庁舎、郵便局、警察、法務局、裁判所等の事務所 

官 公 署 ( B )  ８ 
市民会館、公民館、体育館、解放会館、集会所、◯◯センター、斎場 

武道館、美術館、博物館、青年の家、老人の家 等 

官 公 署 ( C )  ９ し尿処理場、下水処理場、焼却場 等 

保育所・幼稚園 10 
 

小 学 校 11 
 

中 学 校 12 
 

高 等 学 校 13 学校教育法に基づいて設置されたもの 

短 大 ・ 大 学  14 
 

各 種 学 校 15 ろう学校、盲学校、養護学校、職業訓練校 等 

専 修 学 校 16 
 自動車、料理、和洋裁、語学、技能、予備校  学校と表示されているもの 

湯 屋 用 ６  公衆浴場営業の用に水道を使用しているもの 

プ ー ル ( A )  17  学校用（メーターが独立しているもの） 

プ ー ル ( B )  18  公営、市営及び私営のプール 

宗 教 用 21  寺社、仏閣、教団及び墓地 等 

公 共 用 栓 22 
 公園、道路、公共広場等の公衆便所、水飲場、散水栓、アパートの散水栓 

 等 

医 療 用 ( A )  19  入院施設のある病院及び診療所 

医 療 用 ( B )  20  19 以外の医療機関（指圧、マッサージ、接骨等を含む） 

家事兼営業用  ２ 

 一般用のうち、家事兼営業用で31～37に属さない生活を伴うもの 

 薬局、雑貨店、洋品店、履物、化粧品、文房具、書店、玩具、美術品 

 クリーニング取次店、塾 等 

娯楽遊技場(A) 23 
 屋外用のもの……ゴルフ場、野球場、競馬場、バッティングセンター、 

                 アーチェリー、射撃場、運動公園、動物園、植物園 等 

娯楽遊技場(B) 24 
 屋内用のもの……麻雀、パチンコ、ゲームセンター、ボーリング、映画館 

         ビリヤード、囲碁将棋 等 

旅 館 25  旅館、ホテル、モーテル、保養所 等 

百 貨 店 26  デパート、大型店舗（ニチイ、ハッピータウン等） 

マ ー ケ ッ ト  27  26 以外のすべて（セルフサービスの商形態をとる店） 

特 飲 店 28 
 バー、キャバレー、ナイトクラブ、サロン、スナック 

 （看板を揚げているとおり） 

 
 

細 分 類 № 業 務 分 類 の 説 明 

家 事 用 １ 一般用のうち，家事専用で他の業態細分類に属さないもの 

共 同 住 宅 ３ 種別コード番号11,12,31,32のうちで，共同住居の形態をとっているもの 

私 設 団 地 ４ メーターが１基で団地形態をとっているもの 

官 公 署 ( A ) ７ 国又は地方公共団体の機関で，学校及び病院を除くもの  市役所 

合同庁舎，郵便局，警察，法務局，裁判所等の事務所 

官 公 署 ( B ) ８ 市民会館，公民館，体育館，解放会館，集会所，◯◯センター，斎場 

武道館，美術館，博物館，青年の家，老人の家 等 

官 公 署 ( C ) ９ し尿処理場，下水処理場，焼却場 等 

保育所・幼稚園 10 
 

小 学 校 11 
  

中 学 校 12 
  

高 等 学 校 13 
   学校教育法に基づいて設置されたもの 

短 大 ・ 大 学 14 
  

各 種 学 校 15       ろう学校，盲学校，養護学校，職業訓練校 等 

専 修 学 校 16  自動車，料理，和洋裁，語学，技能，予備校  学校と表示されているもの 

湯 屋 用 ６  公衆浴場営業の用に水道を使用しているもの 

プ ー ル ( A ) 17  学校用（メーターが独立しているもの） 

プ ー ル ( B ) 18  公営，市営及び私営のプール 

宗 教 用 21  寺社，仏閣，教団及び墓地 等 

公 共 用 栓 22  公園，道路，公共広場等の公衆便所，水飲場，散水栓，アパートの散水栓 

 等 

医 療 用 ( A ) 19  入院施設のある病院及び診療所 

医 療 用 ( B ) 20  19 以外の医療機関（指圧，マッサージ，接骨等を含む） 

家事兼営業用 ２ 

 一般用のうち，家事兼営業用で31～37に属さない生活を伴うもの 

 薬局，雑貨店，洋品店，履物，化粧品，文房具，書店，玩具，美術品 

 クリーニング取次店，塾 等 

娯楽遊技場(A) 23  屋外用のもの……ゴルフ場，野球場，競馬場，バッティングセンター， 

                 アーチェリー，射撃場，運動公園，動物園，植物園 等 

娯楽遊技場(B) 24  屋内用のもの……麻雀，パチンコ，ゲームセンター，ボーリング，映画館 

         ビリヤード，囲碁将棋 等 

旅 館 25  旅館，ホテル，モーテル，保養所 等 

百 貨 店 26  デパート，大型店舗（ニチイ，ハッピータウン等） 

マ ー ケ ッ ト 27  26 以外のすべて（セルフサービスの商形態をとる店） 

特 飲 店 28 
 バー，キャバレー，ナイトクラブ，サロン，スナック 

 （看板を揚げているとおり） 
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細 分 類 № 業 務 分 類 の 説 明  

料 飲 店 29 
小料理、西洋料理、中華、うどん、レストラン、寿司、大衆酒場、割烹 

弁当及び惣菜屋（加工主体）、結婚式場、小僧ずし 等 

軽 飲 店 30 喫茶、パーラー、しるこ屋 等 

食 品 販 売 (A) 31 果物屋、八百屋、パン・ケーキ屋、米屋、おむすび屋 等 

食 品 販 売 (B) 32 食肉店、鮮魚店、牛乳店 

衛生サービス(A) 35 理容、美容 

衛生サービス(B) 36 クリーニング（取次店を除く）、貸おしぼり 等 

そ の 他 37 
釣堀、養魚、倉庫業、カーフェリー、資材置場、汚物処理業、廃品回収業 

園芸（苗木育成等に散水） 等 

事務所及販売所 38 

一般会社、団体組合、連合会、政党、交通公社、保険会社、法律・建築等 

の事務所及び銀行、卸業、販売所等（コンクリート製品販売、電気製品卸 

業 等） 

雑 居 ビ ル 39 

二つ以上の業種が内在する建物で、その床面積が全体の２０％以上のもの 

で２戸以上の世帯があるもの及び平屋、二階建程度の棟続きの雑居形態を 

とっている店舗 等 

車 両 関 係 40 
バス・タクシー会社、陸運、海運、洗車場、ガソリンスタンド 

ディーラー、中古車センター、自動車整備及び修理、駐車場 等 

食 品 製 造 (A) 33 
豆腐、かまぼこ、製麺、こんにゃく、こうじ、製氷、キャンデー、水畜産 

加工品、乳製品製造業 等（家内工業） 

食 品 製 造 (B) 34 菓子、パン、ケーキ製造（家内工業） 

工 場 ( B ) 42 
酒、ビール類、清涼飲料、食品製造、製氷、食肉センター、給食センター 

等 

工 場 ( A ) 41 鉄鋼、機械、金属、造船、電機 等 

工 場 ( C ) 43 
製紙、製薬、飼料、肥料、石油化学、カーバイト、ゴム、ポリエチレン 

液化ガス、石鹸、電子力、衣服・繊維類 等 

工 場 ( D ) 44 
生コン、砂利、砕石、コンクリート二次製品販売 

（42 以外で主として土木建築関係） 

工 場 ( E ) 45 メッキ業 

工 場 ( F ) 46 
33、34、41～44 及び 49 以外のすべて 

（出版・印刷、木材・木製品、家具及び装備品、いぐさ 等） 

工 場 ( G ) 49 ＮＫＫ福山製鉄所のみ 

市 外 栓 47 分水 

臨 時 用 48 臨時用 

雑 用 水 50 新設等で業態分類が不確定のもの 
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５ 流 量 早 見 表 

 

 

 

 

ウエストン公式（ℓ／秒） 

 

 
 

Ｄ：口径（㎜） 

Ｐ：水圧（kgf/㎝2） 

Ｌ：布設延長（ｍ） 

       Ｌ 
 Ｄ Ｐ 

5m 10 15 20 25 30 35 40 50 60 70 80 90 100  

13 

 0.1 

 0.5 

 1.0 

 1.5 

 2.0 

 2.5 

 3.0 

 0.184 

 0.460 

 0.674 

 0.842 

 0.985 

 1.112 

 1.227 

 0.124 

 0.309 

 0.460 

 0.574 

 0.674 

 0.763 

 0.842 

 0.097 

 0.247 

 0.366 

 0.460 

 0.537 

 0.610 

 0.674 

 0.082 

 0.209 

 0.309 

 0.388 

 0.460 

 0.520 

 0.574 

 0.071 

 0.184 

 0.274 

 0.345 

 0.401 

 0.460 

 0.509 

 0.064 

 0.166 

 0.247 

 0.309 

 0.366 

 0.411 

 0.460 

 0.059 

 0.152 

 0.227 

 0.285 

 0.336 

 0.381 

 0.422 

 0.054 

 0.141 

 0.209 

 0.265 

 0.309 

 0.353 

 0.388 

 0.046 

 0.124 

 0.184 

 0.232 

 0.274 

 0.309 

 0.345 

 0.044 

 0.111 

 0.166 

 0.209 

 0.247 

 0.279 

 0.309 

 0.040 

 0.101 

 0.152 

 0.192 

 0.227 

 0.257 

 0.285 

 0.036 

 0.094 

 0.141 

 0.178 

 0.209 

 0.238 

 0.265 

 0.033 

 0.084 

 0.131 

 0.166 

 0.196 

 0.223 

 0.247 

 0.030 

 0.082 

 0.124 

 0.156 

 0.184 

 0.209 

 0.232 

20 

 0.1 

 0.5 

 1.0 

 1.5 

 2.0 

 2.5 

 3.0 

 0.568 

 1.395 

 2.039 

 2.541 

 2.967 

 3.345 

 3.687 

 0.370 

 0.946 

 1.395 

 1.743 

 2.039 

 2.301 

 2.531 

 0.302 

 0.758 

 1.115 

 1.395 

 1.635 

 1.846 

 2.039 

 0.252 

 0.641 

 0.946 

 1.191 

 1.395 

 1.578 

 1.743 

 0.226 

 0.568 

 0.837 

 1.050 

 1.234 

 1.395 

 1.543 

 0.201 

 0.512 

 0.758 

 0.946 

 1.115 

 1.262 

 1.395 

 0.184 

 0.469 

 0.695 

 0.872 

 1.024 

 1.159 

 1.281 

 0.170 

 0.434 

 0.641 

 0.809 

 0.946 

 1.076 

 1.191 

 0.146 

 0.370 

 0.568 

 0.709 

 0.837 

 0.946 

 1.050 

 0.133 

 0.344 

 0.512 

 0.641 

 0.758 

 0.859 

 0.946 

 0.122 

 0.315 

 0.469 

 0.591 

 0.695 

 0.787 

 0.872 

 0.112 

 0.291 

 0.434 

 0.547 

 0.641 

 0.731 

 0.809 

 0.104 

 0.272 

 0.406 

 0.512 

 0.611 

 0.684 

 0.758 

 0.095 

 0.252 

 0.370 

 0.480 

 0.568 

 0.641 

 0.709 

25 

 0.1 

 0.5 

 1.0 

 1.5 

 2.0 

 2.5 

 3.0 

 1.016 

 2.480 

 3.614 

 4.497 

 5.248 

 5.912 

 6.516 

 0.684 

 1.693 

 2.480 

 3.093 

 3.614 

 4.077 

 4.497 

 0.543 

 1.352 

 1.985 

 2.480 

 2.901 

 3.274 

 3.614 

 0.460 

 1.150 

 1.693 

 2.117 

 2.480 

 2.801 

 3.093 

 0.404 

 1.076 

 1.406 

 1.872 

 2.193 

 2.480 

 2.738 

 0.363 

 0.916 

 1.352 

 1.693 

 1.985 

 2.244 

 2.480 

 0.332 

 0.839 

 1.240 

 1.555 

 1.823 

 2.062 

 2.279 

 0.308 

 0.778 

 1.150 

 1.443 

 1.693 

 1.916 

 2.117 

 0.269 

 0.684 

 1.016 

 1.274 

 1.496 

 1.694 

 1.872 

 0.241 

 0.617 

 0.916 

 1.150 

 1.345 

 1.529 

 1.693 

 0.220 

 0.565 

 0.839 

 1.055 

 1.240 

 1.405 

 1.555 

 0.203 

 0.523 

 0.778 

 0.997 

 1.150 

 1.304 

 1.443 

 0.190 

 0.489 

 0.728 

 0.916 

 1.077 

 1.221 

 1.352 

 0.178 

 0.460 

 0.684 

 0.862 

 1.016 

 1.150 

 1.274 

40 

 0.1 

 0.5 

 1.0 

 1.5 

 2.0 

 2.5 

 3.0 

  3.49 

  8.39 

 12.17 

 15.10 

 17.58 

 19.78 

 21.78 

  2.37 

  5.76 

  8.39 

 10.43 

 12.17 

 13.70 

 15.10 

  1.88 

  4.62 

  6.74 

  8.39 

  9.80 

 11.04 

 12.17 

  1.60 

  3.94 

  5.76 

  7.18 

  8.39 

  9.46 

 10.43 

  1.41 

  3.49 

  5.10 

  6.37 

  7.44 

  8.39 

  9.26 

  1.27 

  3.15 

  4.62 

  5.76 

  6.74 

  7.61 

  8.39 

  1.16 

  2.89 

  4.24 

  5.30 

  6.20 

  7.00 

  7.72 

  1.09 

  2.68 

  3.94 

  4.93 

  5.76 

  6.51 

  7.18 

  0.94 

  2.37 

  3.49 

  4.36 

  5.10 

  5.76 

  6.37 

  0.85 

  2.14 

  3.15 

  3.94 

  4.62 

  5.22 

  5.76 

  0.78 

  1.96 

  2.89 

  3.62 

  4.24 

  4.80 

  5.30 

  0.72 

  1.81 

  2.68 

  3.36 

  3.94 

  4.46 

  4.93 

  0.67 

  1.70 

  2.51 

  3.15 

  3.69 

  4.18 

  4.63 

   0.63 

   1.60 

   2.37 

   2.97 

   3.49 

   3.94 

   4.36 

50 

 0.1 

 0.5 

 1.0 

 1.5 

 2.0 

 2.5 

 3.0 

  6.24 

 14.91 

 21.55 

 26.70 

 31.06 

 34.92 

 38.42 

  4.26 

 10.27 

 14.91 

 18.50 

 21.55 

 24.25 

 26.70 

  3.40 

  8.25 

 11.99 

 14.90 

 17.38 

 19.56 

 21.55 

  2.89 

  7.05 

 10.27 

 12.78 

 14.91 

 16.79 

 18.50 

  2.55 

  6.24 

  9.10 

 11.33 

 13.23 

 14.91 

 16.43 

  2.30 

  5.65 

  8.25 

 10.27 

 11.99 

 13.52 

 14.91 

  2.11 

  5.19 

  7.58 

  9.45 

 11.04 

 12.45 

 13.23 

  1.95 

  4.82 

  7.05 

  8.79 

 10.27 

 11.59 

 12.78 

  1.72 

  4.26 

  6.24 

  7.79 

  9.10 

 10.27 

 11.33 

  1.55 

  3.85 

  5.65 

  7.05 

  8.25 

  9.31 

 10.27 

  1.42 

  3.53 

  5.19 

  6.48 

  7.58 

  8.56 

  9.45 

  1.31 

  3.28 

  4.82 

  6.02 

  7.05 

  7.96 

  8.79 

  1.22 

  3.07 

  4.52 

  5.65 

  6.61 

  7.47 

  8.25 

   1.15 

   2.89 

   4.26 

   5.33 

   6.24 

   7.05 

   7.79 
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６ 損失水頭早見表 

（ウエストン公式による。） 

流量 口径別損失水頭（ｍ）／管１ｍ当り 

ℓ／秒 ℓ／分 ｍ３／時 １３ｍｍ ２０ｍｍ ２５ｍｍ ４０ｍｍ ５０ｍｍ 

0.02 1.2 0.072 0.005     

0.03 1.8 0.108 0.009 0.001    

0.04 2.4 0.144 0.015 0.002    

0.005 3.0 0.180 0.022 0.003 0.001   

0.06 3.6 0.216 0.029 0.004 0.002   

0.07 4.2 0.252 0.038 0.006 0.002   

0.08 4.8 0.288 0.047 0.007 0.003   

0.09 5.4 0.324 0.058 0.009 0.003   

0.10 6.0 0.360 0.069 0.010 0.004   

0.15 9.0 0.540 0.138 0.020 0.007   

0.20 12.0 0.720 0.228 0.033 0.012 0.001  

0.25 15.0 0.900 0.338 0.048 0.018 0.002  

0.30 18.0 10.80 0.466 0.066 0.024 0.003  

0.35 21.0 1.260 0.612 0.086 0.031 0.004 0.001 

0.40 24.0 1.440 0.777 0.108 0.039 0.005 0.002 

0.45 27.0 1.620 0.960 0.132 0.048 0.006 0.002 

0.50 30.0 1.800 1.160 0.159 0.057 0.007 0.002 

0.60 36.0 2.160 1.613 0.220 0.079 0.009 0.003 

0.70 42.0 2.520  0.289 0.103 0.012 0.004 

0.80 48.0 2.880  0.366 0.131 0.015 0.005 

0.90 54.0 3.240  0.452 0.161 0.018 0.006 

1.00 60.0 3.600  0.546 0.194 0.022 0.008 

1.20 72.0 4.320  0.759 0.268 0.030 0.011 

1.40 84.0 5.040  1.003 0.353 0.040 0.014 

1.60 96.0 5.760  1.280 0.449 0.050 0.018 

1.80 108.0 6.480   0.556 0.061 0.022 

2.00 120.0 7.200   0.673 0.074 0.026 

2.25 135.0 8.100   0.834 0.091 0.032 

2.50 150.0 9.000   1.011 0.110 0.038 

3.00 180.0 108.00    0.153 0.053 

3.5 210.0 12.600    0.202 0.070 

4.00 240.0 14.400    0.257 0.089 

4.5 270.0 16.200    0.319 0.110 

5.00 300.0 180.00    0.386 0.133 

5.50 330.0 19.800    0.460 0.158 

6.00 360.0 21.600    0.540 0.185 

6.50 390.0 23.400    0.626 0.214 

7.00 420.0 25.200    0.717 0.246 

7.50 450.0 27.000    0.815 0.279 

8.00 480.0 28.800    0.919 0.314 

8.50 510.0 30.600    1.028 0.351 

9.00 540.0 32.400     0.390 

9.50 570.0 34.200     0.431 

10.00 600.0 36.000     0.474 

注：損失水頭値は、小数点第４位を四捨五入したものである。  
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７ Y 形ストレーナー圧力損失図 

 

 

スクリーン：こし筒φ1.3-16.2ヶ／cm2 

こし網 40メッシュ 
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８ 分岐工法及び使用材料選定表 
 
 

                分岐口径 
 管種・口径 

２０ ２５ ４０ ５０ ７５ １００ １５０ ２００ ２５０ 
 

鋳 鉄 管 

５０ Ｃ Ｃ Ｂ※１ Ｂ※１      

７５ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ     

１００ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ    

１５０ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ   

２００ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ  

２５０ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

３００※２ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

鋼     管 

４０ Ｃ Ｄ Ｄ       

５０ Ｃ Ｃ Ｆ Ｆ      

７５ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｆ     

１００ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｆ Ｆ    

１５０ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｆ Ｆ Ｆ   

２００ Ｃ Ｃ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ  

２５０     Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ  

ビ ニ ル 管 

４０ Ｃ Ｄ Ｄ       

５０ Ｃ Ｃ Ｆ Ｆ      

７５ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｆ     

１００ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｆ Ｆ    

１５０ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｆ Ｆ Ｆ   

配 水 用 

ポリエチレン管 

（＊一種二層ポリエチレン

管からの給水管分岐は 

チーズを使用すること） 

５０ Ｈ Ｈ Ｋ Ｋ※３      

７５ Ｈ Ｈ Ｉ Ｉ Ｋ     

１００ Ｈ Ｈ Ｉ Ｉ Ｋ Ｋ    

１５０ Ｈ Ｈ Ｉ Ｉ Ｋ Ｋ Ｋ   
 

Ａ：鋳鉄管用サドル分水栓        Ｅ：鋼管用不断水割Ｔ字管       Ｉ：ＥＦサドル付分水栓 
Ｂ：鋳鉄管用不断水割Ｔ字管       Ｆ：ビニル管用不断水割Ｔ字管     Ｊ：切取り、ＥＦチーズ 
Ｃ：ビニル管用サドル分水栓       Ｇ：鋼管用サドル分水栓        Ｋ：ポリエチレン管用 
Ｄ：切取り、ビニル管ＨＩチーズ     Ｈ：ＥＦサドル              不断水割Ｔ字管 

 

※１ 密着コア挿入不可のため、密着コア挿入を行わないものとする 

※２ 給水分岐可能なものに限る（原則、分岐不可） 

※３ フランジ型の不断水割Ｔ字管を使用すること 
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９ 配水管弁蓋設置方向 
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10 埋設管復旧断面図 
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市道標準復旧断面図 
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11 所要水量計算例 

 

１ 有効面積から使用人員を推定する方法 

(1) 建築物の種類等 

市役所支所、２階建て 延建築面積 1,500㎡ 

(2) 表３－４－２より 

建 築 物 の 種 類     ――     官庁、銀行 

１人１日平均使用水量      ――    100～150 ℓ／人・・・・120 ℓ／人とする。 

有 効 面 積 の 割 合     ――     55～57％・・・・55％とする。 

有効面積当たり人員     ――    0.2人／㎡ 

(3) 所要水量 

有 効 面 積 ＝ 1,500㎡×0.55＝ 825㎡ 

人   員 ＝ 0.2人／㎡× 825㎡＝ 165人 

所 要 水 量 ＝ 120 ℓ／人・日× 165人＝19,800 ℓ／日 

平均給水量 ＝ 19,800 ℓ／日÷８時間＝ 2,475 ℓ／時 

(4) 最大給水量 

時間最大給水量＝平均給水量× 1.5～ 2.0倍・・・・ 2.0倍とする。 

瞬時最大給水量＝平均給水量× 3.0～ 4.0倍・・・・ 4.0倍とする。 

時間最大給水量＝ 2,475 ℓ／時× 2.0＝ 4,950 ℓ／時 

瞬時最大給水量＝ 2,475 ℓ／時÷60分× 4.0＝ 165 ℓ／分 

(5) メーター口径選定水量は、瞬時最大給水量 165 ℓ／分とする。 

(6) 瞬時最大給水量 165 ℓ／分で、給水管口径の計算をする。 

 

２ 各種器具の吐水量による方法 

(1) 表３－４－３より 

                使 用 水 量     使 用 水 量 計 

   台 所 流 し １栓    12 ℓ／分       12 ℓ／分 

   洗 濯 流 し １栓    12 ℓ／分       12 ℓ／分 

   小 便 Ｆ １栓    15 ℓ／分       15 ℓ／分 

   大便ロータンク ２栓    12 ℓ／分       24 ℓ／分 

   手     洗 ２栓     5 ℓ／分       10 ℓ／分 

   散     水 １栓    15 ℓ／分       15 ℓ／分 

   洗     面 ２栓     8 ℓ／分       16 ℓ／分 

   風呂（混合水栓）１栓    15 ℓ／分       15 ℓ／分 

      計    11栓                119 ℓ／分 

(2) １栓当たり平均使用水量 

119 ℓ／分・栓÷11栓＝10.8 ℓ／分≒11 ℓ／分 

(3) 表３－４－４より 

    10栓  ―  30％～53％ → 平均41.5％   
 40％とする。       15栓  ―  27％～48％ → 平均37.5％ 

 (4) 同時開栓数 

11栓× 0.4＝ 4.4栓≒４栓とする。 

(5) 瞬時最大給水量 

11 ℓ／分×４栓＝44 ℓ／分 

(6) メーター口径選定水量は、瞬時最大給水量44 ℓ／分とする。 
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(7) 瞬時最大給水量44 ℓ／分で、給水管口径の計算をする。 

 

３ 器具給水負荷単位による方法 

(1) 表３－４－５より 

  負 荷 単 位 

台 所 流 し １栓 一般住宅用  ２ 

洗 濯 流 し １栓 一般住宅用  ２ 

小 便 Ｆ １栓 一般住宅用  1.5 

大便ロータンク １栓 一般住宅用  １ 

手 洗 １栓 一般住宅用  0.5 

洗 面 １栓 一般住宅用  １ 

浴 槽 １栓 一般住宅用  ２ 

小 便 Ｆ １栓（店舗） そ の 他  ３ 

手 洗 １栓（店舗） そ の 他  １ 

大便ロータンク １栓（店舗） そ の 他  ２ 

調 理 場 流 し  １栓（店舗） そ の 他  ３ 

 計   11栓 負 荷 単 位  19 

(2) 図３－４－１より 

器具給水負荷単位19の同時使用流量は、約55 ℓ／分 

(3) メーター口径選定水量は、同時使用流量55 ℓ／分とする。 

（同時使用流量を瞬時最大流量とする。） 

(4) 同時使用流量55 ℓ／分で、給水管口径の計算をする。 

 

４ 優良住宅部品認定基準による方法 

(1) 建築物の種類等 

マンション、２ＬＤＫ 20戸、地上４階建て 

(2) 最大給水量 

同時使用水量＝19Ｎ０．６７（10戸以上600戸未満） 

同時使用水量＝19×20０．６７＝ 141.4 ℓ／分 

(3) メーター口径選定水量は、同時使用水量 141.4 ℓ／分とする。 

（同時使用水量を瞬時最大流量とする。） 

(4) 同時使用水量 141.4 ℓ／分で、給水管口径の計算をする。 
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12 直結給水方式計算例 

 

１ 直 結 直 圧 式 

(1) 設計条件 

マンション、４ＤＫ 50戸、地上５階建て、配水管水圧 0.343ＭPa、設計水圧 0.294ＭPa

の場合 

 

(2) 給水量の算定 

50戸×４人× 250ℓ＝50,000ℓ／ｄ＝50㎥／ｄ 

(3) 同時使用流量の算定（同時使用流量を瞬時最大流量とする。） 

ア ５階末端での使用水量 

台所流し   １栓  12 ℓ/min   同時使用率50％ 

ロータンク  １栓  12 ℓ/min   62 ℓ/min×50％＝31 ℓ/min 

洗面器    １栓   8 ℓ/min   表より 

浴槽     １栓  20 ℓ/min   φ20メーター瞬時許容最大流量 

給湯器    １栓  10 ℓ/min   50 ℓ/min＞31 ℓ/min 

計     ５栓  62 ℓ/min   ※メーター口径20㎜とする。 
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イ ２戸目以降は優良住宅部品認定基準により算出 

10戸未満        Ｑ＝42Ｎ０．３３   Ｑ＝同時使用水量（ℓ/min） 

10戸以上 600戸未満   Ｑ＝19Ｎ０．６７   Ｎ＝戸数 

50戸＝ 261.3 ℓ/min  ８戸＝  83.5 ℓ/min 

40戸＝ 225.0 ℓ/min  ６戸＝  75.9 ℓ/min 

30戸＝ 185.6 ℓ/min  ４戸＝  66.4 ℓ/min 

20戸＝ 141.4 ℓ/min  ２戸＝  52.8 ℓ/min 

10戸＝  88.9 ℓ/min 

(4) 各間の口径を求める（流速は 1.5ｍ／秒とする。 2.0ｍ／秒までは可。） 

                     （Ｑmax：㎥／秒） 

 

Ａ－Ｂ間  0.061 ｍ＜75㎜     ※ 75㎜となる。 

Ｂ－Ｃ間  0.056 ｍ＜75㎜     ※ 75㎜となる。 

Ｃ－Ｄ間  0.052 ｍ＜75㎜     ※ 75㎜となる。 

Ｄ－Ｅ間  0.045 ｍ＜50㎜     ※ 50㎜となる。 

Ｅ－Ｆ間  0.036 ｍ＜40㎜     ※ 40㎜となる。 

最上部まで同口径とする為、Ｆ～Ｊまで40㎜とする 

(5) 各点の損失水頭（ソケット等の直管相当長は10％とする。） 

Ｂ点 

実管長          13.0 

分岐            4.5 

エルボ      3.0×２＝ 6.0 

チーズ（直流）       0.9 

仕切弁           0.63 

25.03 × 1.1＝27.6ｍ 

表より 

 

 

 

Ｃ点 

実管長          13.0 

チーズ（直流）       0.9 

13.9 × 1.1＝15.3ｍ 

表より 

 

 

 

Ｄ点 

実管長          13.0 

チーズ（直流）       0.9 

13.9 × 1.1＝15.3ｍ 

表より 

 

 

 

 

1.53.14

max4



Ｑ
Ｄ＝

1,000

28
Ｉ＝

ｍ≒ｍｈ＝ 0.7827.6
1,000

28


1,000

19
Ｉ＝

ｍ≒ｍｈ＝ 30.03.51
1,000

19


1,000

15
Ｉ＝

ｍ≒ｍｈ＝ 23.03.51
1,000

15
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Ｅ点 

実管長          13.0 

チーズ（直流）       0.52 

異径接合          1.0 

14.52 × 1.1＝16.0ｍ 

表より 

 

 

 

Ｆ点 

実管長          20.0 

異径接合          1.0 

エルボ      1.9×２＝ 3.8 

チーズ（直流）  0.4×２＝ 0.8 

スリース          0.36 

25.96 × 1.1＝28.6ｍ 

表より 

 

 

 

Ｇ点 

実管長           2.8 

チーズ（直流）  0.4×２＝ 0.8 

3.6 × 1.1＝ 4.0ｍ 

表より 

 

 

 

Ｈ点 

実管長           2.8 

チーズ（直流）  0.4×２＝ 0.8 

3.6 × 1.1＝ 4.0ｍ 

表より 

 

 

 

Ｉ点 

実管長          2.8 

チーズ（直流） 0.4×２＝ 0.8 

3.6 × 1.1＝ 4.0ｍ 

表より 

 

 

 

 

 

 

1,000

35
Ｉ＝

ｍ≒ｍｈ＝ 56.0.061
1,000

35


1,000

44
Ｉ＝

ｍ≒ｍｈ＝ 26.16.28
1,000

44


1,000

40
Ｉ＝

ｍｍ＝ｈ＝ 16.00.4
1,000

40


1,000

35
Ｉ＝

ｍｍ＝ｈ＝ 14.00.4
1,000

35


1,000

25
Ｉ＝

ｍｍ＝ｈ＝ 10.00.4
1,000

25
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Ｊ点 

実管長          2.8 

チーズ（直流） 0.4×２＝ 0.8 

3.6 × 1.1＝ 4.0ｍ 

表より 

 

 

 

Ｋ点 

実管長          3.5 

分岐           1.0 

ボ伸止          3.0 

メーター         8.0 

逆流防止弁        3.7 

エルボ     1.3×４＝ 5.2 

チーズ（直流） 0.7×２＝ 1.4 

25.8 × 1.1＝28.4ｍ 

表より 

 

 

 

Ｌ点 

実管長          3.0 

チーズ（直流） 0.7×２＝ 1.4 

エルボ     1.3×２＝ 2.6 

給水栓          3.0 

10.0 × 1.1＝11.0ｍ 

表より 

 

 

 

 

(6) 配管抵抗 

0.78ｍ＋0.30ｍ＋0.23ｍ＋0.56ｍ＋1.26ｍ＋0.16ｍ＋0.14ｍ＋0.10ｍ＋0.08ｍ＋4.83ｍ

＋0.83ｍ＝9.27ｍ＝0.10ＭPa 

(7) ５階までの高さ 

1.2ｍ＋ 3.3ｍ＋ 2.8ｍ＋ 2.8ｍ＋ 2.8ｍ＋ 1.5ｍ＝14.4ｍ＝ 0.141ＭPa 

(8) 有効圧力 

0.294ＭPa－（0.10ＭPa＋ 0.141ＭPa）＝ 0.053ＭPa＞ 0.049ＭPa ＯＫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,000

19
Ｉ＝

ｍｍ＝ｈ＝ 08.04.0
1,000

19


1,000

170
Ｉ＝

ｍｍ＝ｈ＝ 4.8328.4
1,000

170


1,000

75
Ｉ＝

ｍｍ＝ｈ＝ 83.0.011
1,000

75
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２ 直 結 増 圧 式 

(1) 設計条件 

マンション、４ＤＫ 40戸、地上８階建て、配水管水圧 0.245ＭPa、設計水圧  

0.196ＭPaの場合 

 

(2) 給水量の算定 

40戸×４人× 250 ℓ＝40,000 ℓ／ｄ＝40㎥／ｄ 

(3) 同時使用流量の算定（同時使用流量を瞬時最大流量とする。） 

ア ５階末端での使用水量 

台所流し   １栓  12 ℓ/min   同時使用率50％ 

ロータンク  １栓  12 ℓ/min   62 ℓ/min×50％＝31 ℓ/min 

洗面器    １栓   8 ℓ/min   表より 

浴槽     １栓  20 ℓ/min   φ20メーター瞬時許容最大流量 

給湯器    １栓  10 ℓ/min   50 ℓ/min＞31 ℓ/min 

 計     ５栓  62 ℓ/min   ※メーター口径20㎜とする。 
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イ ２戸目以降は優良住宅部品認定基準により算出 

10戸未満   Ｑ＝42Ｎ０．３３   Ｑ＝同時使用水量（ℓ/min） 

10戸以上   Ｑ＝19Ｎ０．６７   Ｎ＝戸数 

40戸＝ 225.0 ℓ/min 

32戸＝ 193.8 ℓ/min 

16戸＝ 121.8 ℓ/min 

14戸＝ 111.4 ℓ/min 

８戸＝  83.5 ℓ/min 

(4) 各間の口径を求める（流速は 2.0ｍ／秒とする。） 

   （Ｑmax：㎥／秒） 

 

Ａ－Ｂ間  0.049ｍ＜50㎜     ※ 50㎜となる。 

Ｂ－Ｃ間  0.046ｍ＜50㎜     ※ 50㎜となる。 

Ｃ－Ｄ間  0.036ｍ＜40㎜     ※ 40㎜となる。 

最上部まで同口径とする為、Ｄ～Ｆまで40㎜とする 

(5) 各点の損失水頭（ソケット等の直管相当長は10％とする。） 

Ｂ点 

実管長          13.0 

分岐            1.0 

エルボ      2.4×４＝ 9.6 

スリースバルブ 0.43×３＝ 1.29 

減圧式逆止弁        7.0 

Ｙスト           7.0 

チーズ（直流）       0.4 

39.29 × 1.1＝43.3ｍ 

表より 

 

 

 

Ｃ点 

実管長          13.0 

チーズ（直流）       0.4 

13.4 × 1.1＝14.8ｍ 

表より 

 

 

 

Ｄ点 

実管長          20.0 

異径接合          1.0 

エルボ      1.9×２＝ 3.8 

チーズ（直流）  0.4×２＝ 0.8 

スリースバルブ       0.36 

25.96 × 1.1＝28.6ｍ 

表より 

 

0.23.14

max4



Ｑ
Ｄ＝

1,000

78
Ｉ＝

ｍ≒ｍｈ＝ 38.33.43
1,000

78


1,000

60
Ｉ＝

ｍ≒ｍｈ＝ 89.08.14
1,000

60


1,000

80
Ｉ＝
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Ｅ点 

実管長           8.4 

チーズ（直流）  0.4×６＝ 2.4 

10.8 × 1.1＝11.9ｍ 

表より 

 

 

 

Ｆ点 

実管長          11.2 

チーズ（直流）  0.4×８＝ 3.2 

14.4 × 1.1＝15.9ｍ 

表より 

 

 

 

Ｇ点 

実管長           3.5 

分岐            1.0 

ボ伸止           3.0 

メーター          8.0 

逆流防止弁         3.7 

エルボ      1.3×４＝ 5.2 

チーズ（直流）  0.7×２＝ 1.4 

25.8 × 1.1＝28.4ｍ 

表より 

 

 

Ｈ点 

 

実管長           3.0 

チーズ（直流）  0.7×２＝ 1.4 

エルボ      1.3×２＝ 2.6 

給水栓           3.0 

10.0 × 1.1＝11.0ｍ 

表より 

 

 

 

 

(6) ポンプの揚水量 

同時使用水量＝19Ｎ０．６７
 

同時使用水量＝19×40戸０．６７＝ 225.0 ℓ/min   ※ 225.0 ℓ/min以上とする。 

 

ｍ≒ｍｈ＝ 29.26.28
1,000

80


1,000

67
Ｉ＝

ｍｍ＝ｈ＝ 80.09.11
1,000

67


1,000

40
Ｉ＝

ｍｍ＝ｈ＝ 64.09.15
1,000

40


1,000

175
Ｉ＝

ｍｍ＝ｈ＝ 97.44.28
1,000

175


1,000

75
Ｉ＝

ｍｍ＝ｈ＝ 83.00.11
1,000

75
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(7) ポンプの必要水圧 

実 高 長  1.2ｍ＋ 3.3ｍ＋16.8ｍ＋ 1.5ｍ＝22.8ｍ 

配管抵抗   3.38ｍ＋0.89ｍ＋2.29ｍ＋0.80ｍ＋0.64＋4.97ｍ＋0.83ｍ＝13.8ｍ 

最上階Ｆ点での必要水頭 ５ｍ（ 0.049ＭPa） 

22.8ｍ＋13.8ｍ＋５ｍ＝41.6ｍ＝ 0.408ＭPa 

余裕係数 1.1 ～ 1.2とする。（設計水圧 0.196ＭPa） 

Ｈ＝ 1.2×（ 0.408ＭPa－ 0.196ＭPa）＝ 0.255ＭPa 

※  0.255ＭPa以上とする。 
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13 受水槽方式計算例 

 

１ 高置タンク式 

(1) 設計条件 

マンション、４ＤＫ 20戸、地上５階建て、配水管水圧 0.147ＭPaの場合 

 

 
 

 

１戸当たりの器具給水負荷単位 

 

器 具 名 栓 数 単 位 

大 便 器 １ １ 

洗 面 器 １ １ 

台 所 流 し １ ２ 

洗 濯 流 し １ ２ 

浴 槽 １ ２ 

シ ャ ワ ー １ １ 

 計 ９ 
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(2) 給水量の算定 

20戸×４人× 250 ℓ＝20,000 ℓ／ｄ 

(3) 時間平均給水量 

 

 

(4) 受水槽容量 

 

 

 

(5) 高置水槽容量 

 

 

(6) 給水管引込口径 

 

 

 

 

 

(7) メーター口径の選定 

表より40㎜の適正使用流量範囲 

10.0 ℓ／min ～ 83.33 ℓ／min   35 ℓ／min はＯＫ 

(8) ボールタップ口径 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表より20㎜の複式でよい。 

 

min33.332,000
10

20,000
／≒／ｈ＝＝

ｔ

Ｑｄ
Ｑｈ＝ 

（有効容量）ｍ　＝

＝／ｄ＝
１日平均使用時間

時　間　分
Ｖ＝Ｑｄ

36.0

6,000
10

3
20,000  

（有効容量）ｍ＝＝
ｔＱｈ

ＱＨ＝ 32.0
1,000

12,000

1,000



㎜＜≒　

　＝

Ｑ
Ｄ＝

400.027

13.14

0.000584

13.14

max4









sec0.00058

min0.035

2.1

1.5
10

620

max

3

3

3

／ｍ≒

／ｍ＝

／ｈｍ＝

－
＝

ｍ
ｔ

Ｑｄ－Ｖ
＝Ｑ





 

 
 
ｍ　＝

－　＝

ｈｈＨ＝Ｐ－

≒　

＝ｈ

Ｉ＝

＝ＩＬｈ

 10.21

3.71.0915

1.09

52.469.5
1,000

9

1,000

9

21

1

1







ｍ　　直管相当長　　　

ｍ　　　　　＝

　　直管長＝

直管相当長Ｌ＝直管長

4.52

5.69

1.015492.02.5 



分 岐 １× 1.0 1.0 

ｽﾘｰｽﾊﾞﾙﾌﾞ  ３× 0.36 1.08 

止 水 栓 １×17.0 17.0 

メ ー タ ー  １×20.0 20.0 

エ ル ボ ６× 1.9 11.4 

〃 １× 1.5 1.5 

チーズ直流 １×0.42 0.42 

計  52.4 
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(9) 最上階のＥ点で、１戸分を流すと仮定した時の、水圧を求める。 
 

  
  

 

 

ア １戸当たりの器具給水負荷単位 

器 具 名 栓 数 単 位 

大 便 器 １ １ 

洗 面 器 １ １ 

台 所 流 し １ ２ 

洗 濯 流 し １ ２ 

浴 槽 １ ２ 

シ ャ ワ ー １ １ 

 計 ９ 

イ 流速は、1.0ｍ／secとする。（ 2.0ｍ／secまで可。） 
ウ 継手や弁類などを含む、相当管長は直管長の 1.5倍とする。 
Ａ－Ｂ間の口径を求める。 

９単位×20戸＝ 180単位    表より  230 ℓ／min ≒0.0038㎥／sec 
 

※ 75㎜となる。 
 
 
Ｂ点の水圧を求める。 

表より 
 
 
 
 
                       ※ 0.047ＭPa 

 

 

㎜＜≒Ｄ＝ 750.069
13.14

0038.04





ｍ＝ｍ＝　　　　　　Ｉ＝ 8.251.55.5
1,000

21


ｍ　≒ｍｍ－

ｍｍ＝ｈ＝

4.80.1735.0

0.1738.25
1,000

21
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Ｂ－Ｃ間の口径を求める。 

９単位×10戸＝90単位    表より  150 ℓ／min ≒0.0025㎥／sec 

 

※ 75㎜となる。 

 

Ｃ点の水圧を求める。 

表より 

 

 

 

 

                         ※ 0.068ＭPa 

 

Ｃ－Ｄ間の口径を求める。 

９単位×２戸＝18単位       表より 53 ℓ／min ≒ 0.00088㎥／sec 

 

※ 40㎜となる。 

 

Ｄ点の水圧を求める。 

表より 

 

 

 

 

                         ※ 0.077ＭPa 

 

Ｄ－Ｅ間の口径を求める。 

９単位×１戸＝９単位     表より   29 ℓ／min ≒ 0.00048㎥／sec 

 

※ 25㎜となる。 

 

 

㎜＜≒Ｄ＝ 750.056
13.14

0025.04





ｍ＝ｍ＝　　　　　　Ｉ＝ 5.731.50.52
1,000

10


ｍ　ｍ＝ｍ－ｍ

ｍｍ＝ｈ＝

6.9250.3755.28.4

0.3755.73
1,000

10





㎜＜≒Ｄ＝ 040.033
13.14

00088.04





ｍ＝ｍ＝　　　　　　Ｉ＝ 25.21.55.1
1,000

18


ｍ　ｍ＝ｍ－ｍ

ｍｍ＝ｈ＝

86.70.040.19.6

0.0425.2
1,000

18





㎜＜≒Ｄ＝ 250.024
13.14

00048.04
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Ｅ点の水圧を求める。 

表より 

 

 

 

 

                         ※ 0.055ＭPa 

 

以上により、最上階のＥ点における水圧は、 0.055ＭPa＞ 0.049ＭPaとなるので支障は

ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｍ＝ｍ＝　　　　　　Ｉ＝ 5.221.50.15
1,000

55


ｍ　ｍ＝ｍ－ｍ－

ｍｍ＝ｈ＝

57.50.123.18.7

23.15.22
1,000

55
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２ 圧力タンク式 

(1) 設計条件 

マンション、２ＬＤＫ 20戸、地上５階建て、配水管水圧 0.147ＭPaの場合 

 

(2) 圧力タンク式での最上階、点で１戸分を流すと仮定した時 

ア １戸当たりの器具給水負荷単位 

 

器 具 名 栓 数 単 位 

大 便 器 １ １ 

洗 面 器 １ １ 

台 所 流 し １ ２ 

洗 濯 流 し １ ２ 

浴 槽 １ ２ 

シ ャ ワ ー １ １ 

 計 ９ 

イ 流速は、1.0ｍ／secとする。（ 2.0ｍ／secまで可。） 

 

ウ 継手や弁類などを含む、相当管長は直管長の 1.5倍とする。 

 

Ａ－Ｂ間の口径を求める。 

９単位×20戸＝ 180単位    表より  230 ℓ／min ≒0.0038㎥／sec 

 

※ 75㎜となる。 

 

Ｂ点の水圧を求める。 

表より 

 

 

 

 

Ｂ－Ｃ間の口径を求める。 

９単位×10戸＝90単位    表より  150 ℓ／min ≒0.0025㎥／sec 

 

※ 75㎜となる。 

㎜＜≒Ｄ＝ 750.069
13.14

0038.04





ｍ＝ｍ＝　　　　　　Ｉ＝ 0.451.50.30
1,000

21


ｍ　ｍ＝ｈ＝ 945.00.45
1,000

21


㎜＜≒Ｄ＝ 750.056
13.14

0025.04
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Ｃ点の水圧を求める。 

表より 

 

 

 

 

Ｃ－Ｄ間の口径を求める。 

９単位×８戸＝72単位       表より 137 ℓ／min ≒0.0022㎥／sec 

 

※ 75㎜となる。 

 

 

Ｄ点の水圧を求める。 

表より 

 

 

 

 

Ｄ－Ｅ間の口径を求める。 

９単位×６戸＝54単位     表より  112 ℓ／min ≒0.0018㎥／sec 

 

※ 50㎜となる。 

 

Ｅ点の水圧を求める。 

表より 

 

 

 

 

Ｅ－Ｆ間の口径を求める。 

９単位×４戸＝36単位     表より 86 ℓ／min ≒0.0014㎥／sec 

 

※ 50㎜となる。 

ｍ＝ｍ＝　　　　　　Ｉ＝ 0.301.50.20
1,000

10


ｍ　ｍ＝ｈ＝ 3.00.30
1,000

10


㎜＜≒Ｄ＝ 750.052
13.14

0022.04





ｍ＝ｍ＝　　　　　　Ｉ＝ 5.41.50.3
1,000

7


ｍ　ｍ＝ｈ＝ 032.05.4
1,000

7


㎜＜≒Ｄ＝ 050.047
13.14

00018.04





ｍ＝ｍ＝　　　　　　Ｉ＝ 5.41.50.3
1,000

19


ｍ　ｍ＝ｈ＝ 086.05.4
1,000

19


㎜＜≒Ｄ＝ 050.042
13.14

00014.04
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Ｆ点の水圧を求める。 

表より 

 

 

 

 

Ｆ－Ｇ間の口径を求める。 

９単位×２戸＝18単位     表より 53 ℓ／min ≒ 0.00088㎥／sec 

 

※ 40㎜となる。 

 

Ｇ点の水圧を求める。 

表より 

 

 

 

 

 

Ｇ－Ｈ間の口径を求める。 

９単位×１戸＝９単位     表より 29 ℓ／min ≒ 0.00048㎥／sec 

 

※ 25㎜となる。 

 

 

 

Ｈ点の水圧を求める。 

表より 

 

 

  

 

 

 

ｍ＝ｍ＝　　　　　　Ｉ＝ 5.41.50.3
1,000

14


ｍ　ｍ＝ｈ＝ 063.05.4
1,000

14


㎜＜≒Ｄ＝ 040.033
13.14

00088.04





ｍ＝ｍ＝　　　　　　Ｉ＝ 5.41.50.3
1,000

18


ｍ　ｍ＝ｈ＝ 081.05.4
1,000

18


㎜＜≒Ｄ＝ 250.024
13.14

00048.04





ｍ＝ｍ＝　　　　　　Ｉ＝ 5.71.50.5
1,000

57


ｍ　ｍ＝ｈ＝ 428.05.7
1,000

57
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(3) ポンプ揚水量 

９単位×20戸＝ 180単位    表より 230 ℓ／min   ※ 230 ℓ／min 以上とする。 

 

(4) ポンプ揚程 

実 高 長  13ｍ 

配管抵抗  0.945ｍ＋ 0.3ｍ＋ 0.032ｍ＋ 0.086ｍ＋ 0.063ｍ＋ 0.081ｍ＋0.428ｍ 

≒ 1.9ｍ 

最上階Ｈ点での必要水頭 ５ｍ 

余裕係数  1.1 ～ 1.2とする。 

Ｈ＝ 1.2×（13ｍ＋ 1.9ｍ＋５ｍ）＝ 23.88ｍ   ※ 23.88ｍ以上とする。 
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14 参考例 
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   受 付 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

給水装置工事一部しゅん工仮認定願  

    

 承 認 年 月 日    ○○年   ○月 ○日 本管連絡年月日   ○○年   ○月 ○日 

受 付 番 号 

 

     第   ○○○   号 開 栓 年 月 日    ○○年   ○月 ○日 

水 栓 番 号     第○○○○○○号 しゅん工予定年月日    ○○年   ○月 ○日 

                                                              ○○年   ○月  ○日 
 
 
   福山市上下水道事業管理者  様 
 
 
     上記工事の仮認定をお願いします。 
 
                                         指定事業者  ○○設備 
 
 
 
                                         主任技術者  ○○○○ 

 
                                     水客サ－2024.02.29 
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15 球積の公式 
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16 業務の流れ図 


